
会 (1997年7凡 札幌) 霊長類研究 13(3):264.

3)榎本知郎,中野まゆみ.松林油明.後藤俊二.
済田税.川本芳､竹中修､波速邦夫 (1997)ト

ンケアンモンキー ･へツクモンキー種間雑種個

体の相見の組紐学的特徴.苅13回日本霊長琉学

会大会 (1997年7月.札幌).霊長類研究 13(3):

280.

4)拓田構 (1997)霊長規の骨成熟 :発育速度の

遅速を考える.第51回日本人類学会大会シンポ

ジウム.1日本人の骨成熟"(1997年11月,筑波大

学).

5)横田税･早川清治 (1997)周思春期ニホンザ

ルの中手骨 ･中足骨の発育 :縦断的研究｡ 第

51回日本人類学会大会 (1997年11月.筑波大

学).

6)百々幸雄 ･片山一道 (1997)骨考古学の新し

い展開.第51回日本人類学会 (1997年11月､

筑波).

7)井上康二 ･福田寅輔 ･中井将嗣 ･片山一道

(1997)疫学からみた本邦リウマチ性疾患古病

理学.第51回日本人類学会 (1997年11月,筑

波).

8)杉原柄氏 ･片山一道 (1997) カマン･カレ

ホユツク出土人骨の非計測形質.第10回アナト

リア研究報告会 (1998年3月10日.三鷹).

9)毛利俊雄 (1997)屋久島 ･幸島･金華山のニ

ホンザルの頭蓋計測.第13回日本霊長類学会大

会 (1997年7月,札幌).霊長類研究,13(3):

247.

10)岡田成賛 ･諏訪文彦 ･茂原信生 ･毛利俊雄

(1997)リスザル嘆党籍の微細血管構築.霊長類

研究13(3):277.

ll)図松豊,中務真人.山中浮之,清水大輔,石

田英実 (1997)北ケニヤ.ナチョラから新た

に発見されたケニヤビテクス顎骨.第13回日本

霊長類学会大会 (1997年7月,札幌).霊長類研

死13(3k249.

12)中林托人.山中浮之,滑水大輔.石田英突.

図松凸 (1997)北ケニヤ.ナチョラから発見

されたケニヤビテクスの骨格.節13回日本霊長

類学会大会 (1997年7月.札幌).忠長柄研死

13(3k248.

13)石田英突.柄水大輔.中務六人.団松丑.中
野良彦 (1997)北ケニヤ.ナチョラ産ケニヤ

ビテクス上顎大臼歯の遠心横隆線について.第

13回日本霊長頬学会大会 (1997年7月,札幌).

霊長類研究 13(3):249.

14)国松虫.中林九人 山中浮之,清水大輔,石

田英央 (1997)ナチョラ.BG-K化石産地から

新しく発見したケニヤビテクスの上 ･下顎化

石.苅51回日本人頬学会大会シンポジウム''ケ

ニヤビテクス研死の瓜前線''(1997年11月,筑

波大学).

15)中務其人.山中浮之,河水大帆 石田英実,

国松豊 (1997)ナチョラ.BG･K化石産地から

新しく発見した四肢･体幹冊化石.荊51回日本

人類学会大会シンポジウム●'ケニヤビテクス研

究の最前線…(1997年11月.筑波大学).

集団辻伝分野

庄武孝菰･川本 芳･平井啓久

く研究概要)

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

庄武孝義･川本 芳･変田 靖1)

ニホンザルの処田中に見られる分子変晃(蛋白

質･DNA)を調査し､迫伝的変異の保有機柄､集

団の遺伝的鯛追､ならびに地域熊田成立の進化的

背景の解明をめざしている｡前年度に引き続きミ

トコンドリアDNAの地理的変兄に関する調査を

おこない､Dループ田城の塩基･配列比較を進めた｡

この分析の対象として従来は現生の動物のみを対

象としてきたが､今年度から絶滅地域に残る舌骨

も分析の対象に組み入れた｡これらの分析結果を､

札幌市で開催された節13回日本盃長頬学会大会な

らびに富士吉田市で開催された開先甲信越ニホン

ザル ･フォーラムで発表した｡

また,本年度からニホンザルの亜種に分類され

るヤクシマザルの迫伝的特性の調査を開始した｡

マイクロサテライトDNAとミトコンドリアDNA

についてホンドザルとの遺伝的変異性の相違を分

析している｡

B)Macaca属サルの系統関係

川本 芳･Perwitasari-FarajallahDyah2)･
庄武孝義

Macaca属サル各種の遺伝子構成､遺伝的変異

性を比較し.各種の遺伝的特性,系統関係を検討
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している｡本年度はインドネシアのTabuan島の

カニクイザルにみられる血液蛋白変異とミトコン

ドリアDNA変異の分析結果について､札幌市で

開催された第13回日本霊長規学会大会ならびにア

メリカ合衆国サンディエゴで開催された第20回ア

メリカ霊長類学会大会で発表した｡

また､台北市で開催された国際遺伝学シンポジ

ウムにおいてMacaca属サルの集団遺伝学研究成

果について発表し､犬山市で開催された第42回プ

リマ-テス研究会において遺伝学調査からみた

Macaca属サルの分布の問題点に関する話題提供

をおこなった｡

C)ヒヒ規の種分化に関する集団遺伝学的研究

庄武孝義 ･菱田 靖l)

97年度は放送大学に協力しながらサウジアラビ

ア西部のアブ八､アルバッ八､タイフの3ヶ所で

マントヒヒの捕独調査を行い計54頭の血液サンプ

ル入手､目下エチオピアの純粋マントヒヒと遺伝

学的比較を行っている｡

D)マダガスカル産原放類の遺伝学的研究

川本 芳 ･平井啓久 ･小山直樹3)

本年戊よりアフリカ地域研究資料センターと共

同で､マダガスカル島に生息する原猿類に関する

調査を開始した｡初年度は系統関係を研究する目

的で,アンタナナリボのテンパザザ動植物園に飼

育されている原猿類各種から血液試料を採取し､

染色体と分子にみられる変異の分析に着手した｡

また､マダガスカル島南部のペレンティ保護区に

おいて長期観察研究がおこなわれているワオキツ

ネザル典田について捕獲調査をおこない､繁殖構

造に関する迫伝学的分析を進めている｡

E)ツパイ類の集団退伝学的研究

川本 芳 ･庄武孝義

タイ.ラオス.インドネシアに生息するツパイ

類2属4種の種内,種間遺伝分化を調査する目的

で､血液蛋白とミトコンドリアDNA変異を分析

している｡本年度はミトコンドリアDNAのCOII
コード領域の塩基配列比較をおこない､コモンツ

パイの種内分化､TupaL'a属の種間分化､TupaL'a

属とDendTOgaJe属の属間分化に関するデータを

得ることができた｡

F)サバンナモンキーの集団遺伝学的研究

嶋田 誠2)･庄武孝義

エチオピア中央部アワツシュ川の川辺林を中心

に約600kmの範囲に生息するサバンナ(グリベッ

ト)モンキー(CeTCOPL'thecusaeul)lopsaethl'ops)

10地域集団の集団構造および歴史を遺伝的多型を
標識として研究をおこなっている｡97年度はミト

コンドリアDNA変異の解析を行い､いくつかの

母系集団が過去に互いに隔離されて､変異を蓄積

していた時期があったことが示唆された｡

G)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義 ･川本 芳

在来家畜とそれらの野生原種の野外調査によっ

て.家畜化現象そのものの集団遺伝学的解明と各

種家畜の集団間遺伝分化.系統的相互関係の解明

を行いつつある｡本年度は1975年以来蓄積して

いたエチオピア高原の海抜の高低による牛の毛色

変異を公表した｡また､過去におこなったマレー

シア調査で観察した猫の毛色変晃の記録を整理

し､地域集団の遺伝子構成の特徴について結果を

公表した｡

H)霊長叛の染色体進化に関する分子細胞迫伝学

的研究

平井啓久

(1)昨年実験的に分析したヒト上科における､

rDNAとβ-サテライトのゲノム内分散のデー

タを集積し､系統分岐と共に考察したところ､

両DNAはそれぞれ分岐毎に特定の染色体に移

動あるいは多重化を起こしてきたことが示唆さ

れた｡

(2)従来ニホンザルの細胞分裂促進剤として使用

してきたconAは､かなり高い分裂促進性を示

すものの､変性細胞もかなり高頻度に誘発する

ことが観察されていた｡それを改善する目的で､

最近カブトムシから抽出されたalloAを試験し

たところ､分裂促進性がconAよりも高く､変

性細胞の誘発が低いことが明らかになった｡

1)COE研究支援推進員 2)大学院生
3)京大アフリカ地域研究資料センター
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Ⅰ)霊長類の熊田細胞迫伝学的研究

平井啓久､川本 芳

(1)ケニア霊長頬研究所との共同研死(グエノン現

の染色体分化と分子分化の比較)の一mとして､

nJ'ctL'tans系グエノン3亜種の自然熊田から合計

33個体の採血を行い､独色体標本とDNA標

本を持ち帰った｡現在､染色体レベルでは､C

-バンド,テロメア､アルフォイドDNAなど

のマーカーを用いて､染色体分化のメカニズム

を解析中であり､分子レベルでは､ミトコンド

リアDNAおよび蛋白の変異を標識として､各

処田内の遺伝構成を解析中である｡[海外特別

中英(平井)､国際学術調査(代表 :小山直樹)(川

本)による調査】

(2)ニホンザル典田の染色体標本を継続して収典
した｡

J)生物種間のキアズマ分化

平井啓久

フサオマキザル雄の減数分裂を解析したとこ

ろ､本種に特有な構成ヘテロクロマチンの種内変

異が､キアズマ形成部位に大きな影響を与えてい

ることが観察された｡

K)コモンマーモセットの核小体形成部位の転座

多型に関する研究

来由香子2)､平井啓久

減数分裂像解析中に観察された核小体形成部位

変晃の形成機序を解明するため,虫光)'nsL'tuハ
イブリダイゼーション法を用いて､7個体の体細

胞中期染色体のrDNA局在部位を分析した.全個

体間で同一のシグナルパターンは見られず,また

同一個体内の細胞間においてもかなりの相違が観

察された｡これは､明確な証拠は得られていない

が､体細胞分裂中に高頻度の染色体間相互乗換が

生じている結果であると,推測される｡

く研究業績)
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andbetweenlocalpopulationsofgrivet

monkey(Cet･copLthecusaethL'opsaeu】)'oDS)

-25-

incentralEthiopia.Primates38:399-414.

2)Mwenda,∫.M.,Takenaka,0.,Rim,H.S.,

Yamamoto,Y..Katsumata,Y"Bambra,C.S,.
Uchihi.RandShotake.T.(1997)Nucleotide

sequencesofthemajorhistocompatibility

comDIcxIDQAllocusofCet･copL'thecus

monkeys.Immunogenetics46:363-364.

3)Mwenda.I.M..Takenaka.0..Rim,H.S.,

Yamamoto.Y..Gurja.B..Katsumata,Y..

Bambra,C.S.,Uchihi,R.andShotake.T.

(1997)Majorhistocompatibilitycomplex

DQAlnucleotidesequenceofgelada

baboon(TheTOPLthecusgeJLlda).olive

baboon(PaploanubIs)andyellowbaboon

(PapL'ocynocephL7Jus).Immunogenetics46:
365-366.

4)Blair.D..vanHerwerden.L..Hirai.H..

Taguchi.T..‖abe.S..Hirata.M..La主.K.,

Upatham S.andAgatsuma.T.Rela岱onshl四
betweenSthL'stosomamaJayensL'sandother
Asianschistosomesdeducedfrom DNA

sequences.Mol.Bioch.Parasitol.85:259-
263.

5)Hirai.H,Hasegawa.YqKawamoto,Y,and

Tokita,E.(1998)Tandemduplication'of

nucleolusorganizerregion(NOR)inthe

Japanesemacaque.MacacaluscataFuscata
ChromosomeResearch6:191･197.

報告 ･その他

一和文-

1)川本芳 (1997)ミトコンドリアDNA変異を利

用したニホンザル地域個体群の過伝的モニタリ

ング. ワイルドライフ･フォーラム 3(1):31-
38.

2)川本芳､野将排 (1998)マレーシアの猫の毛

色多型.在来家畜研究会報告 16:161-172.

3)平井啓久(1998)奴色体 L'nsJ'tuPCR法を用い

た住血吸虫頬のゲノム解析へのアプローチ.平

成7-平成8年度科学研究費補助金基盤研究
(A)(1)｢日本住血吸虫における直接ゲノムマッ
ピング法の開発｣研究代表者:吾妻健､帯広畜産

大学 pp.5-19.



学会発表等

一英文-

1)Kawam oto,Y.(1997)Populationgenetic

studiesoftheAsian macaqueahtemadonal

Symposium onGenetics(April1997,

Taipei).Abstractsp.10.

2)Perwitasari-Fara3'allah,D.,Eyes,R.C.,

Kawamoto,Y.andLelana,aP.A.(1997)

Geneticcharacterizationofthelong-tailed

macaquesonPulauTabuan.20thAmual

MeetingoftheAmericanSocietyof

Primatologists(June-Jdy1997.SamDiego,

USA).Am .J.Primatol.42(21141.

3)Perwitasari-Farajallah,D,Kawamoto,Y.,

Kyes,氏.C.andLelana,R.P.A.(1997)

Preliminarystudyoflongtailmacaques

(MacacaFascL'cuJan'S)onPulauTabuan

Indonesia: protein variation and

mitochondrialDNAD-loopregionPCR-

RFLP.13thAnnualMeetingofPrimate

SocietyofJapan(July1997,Sapporo).

PrimateResearch13(3):287.

4)Hirai.H.(1997)Molecdarcytogeneticson

chromosomaldifferen也ationinschistosomes.

wn ○/Um P/ⅥbrldBank1997Schistosome-
GenomeNetworkMeeting.(Apr.1997,

NorthEmptDn.USA1
5)Shimada.MK.(1997)Pop山ationGenetics
ofwildOldWorldMonkeys:thecaseofme

GrivctMonkey(CeTCOPJ'thecusaethL'ops

aethL'ops).TheTri-NationalMeetingon

MolecularEvolution(RelatedConferenceof

theInternationalConferenceonMolecu一ar

BiologyandEvolution1997),(June1997,

MunichGermany).

-和文-

1)庄武孝義 (1997)エチオピアの高地と低地に

おける牛の毛色変兄.第93回日本畜産学会

(1997年8月､帯広).

2)川本芳､吾妻 健 (1997)東北地方のニホン

ザルにおけるミトコンドリアDNAの低変異性.

第13回日本霊長類学会 (1997年7月､札幌).霊

長類研究 13(3):242.

3)吾妻健､川本芳､三戸幸久 (1997)骨および

乾燥組織に残るニホンザルの古いミトコンドリ

アDNA分子の分析.第13回日本霊長類学会大

会 (1997年7月､札幌).霊長頬研究 13(3):

242.

4)川本芳 (1997)関東甲信越地域のニホンザル

の遺伝学的多様性.関東甲信越ニホンザルフォ

ーラム (1997年10月､富士吉田).

5)川本芳 (1998)集団遺伝学調査からみたマカ

クの分布の問題点.第42回プリマーチス研究会

｢アジアのサルたちは今一日本の森を考える-1
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系統発生分野

茂原信生･相見 満 ･高井正成 ･本郷一美 1)

く研究概要)

A)ニホンザルの時代的な変化に関する研究

茂原信生･本妬一美･川本 芳2)

縄文時代を中心として遺跡から出土しているニ

ホンザルの分布､形態とその時代的な変化を研究

している｡現在出土遺跡リストを完成している｡

現生の東北地方のニホンザルの地域変兄の研究も

並行して行っている｡

B)束アジアの化石霊長類の進化に関する研究

茂原信生･高井正成･図松 豊3)

(1)中国･タイ ･ミャンマーなどに産出する英独

類の化石を検討し､其放校の起源とそのアジア
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